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川根本町は、人口減少や高齢化によって地域の担い手不足が問題視されています。
本号では、そんな担い手不足の解消が期待される「関係人口」を生み出し、地域の
活性化のために奮闘している人たちの取り組みを紹介します。

関
係
人
口
っ
て
な
に
？
　

　
関
係
人
口
と
は
、
観
光
で
町
を
訪
れ

た
「
交
流
人
口
」
で
も
な
く
、
町
に
定

住
し
た
「
定
住
人
口
」
で
も
な
い
、
地

域
と
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
方
を
継
続
し

て
い
る
人
た
ち
を
表
す
言
葉
で
す
。（
上

図
参
照
）。
具
体
的
に
は
、
町
外
に
居

住
地
が
あ
る
の
に
、
川
根
本
町
が
好
き

で
頻
繁
に
訪
れ
る
人
や
町
内
に
ル
ー
ツ

が
あ
る
人
、
過
去
に
仕
事
で
住
ん
で
い

た
人
な
ど
、
強
い
思
い
入
れ
が
あ
り
、

さ
ら
に
地
域
の
活
性
化
に
参
加
す
る
意

欲
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　
関
係
人
口
は
、
地
域
活
性
化
の
担
い

手
に
な
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域

に
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
価
値
を
生
み
出

し
、
住
民
に
と
っ
て
刺
激
に
な
り
う
る

人
材
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
係
人
口
に
な
る
き
っ
か
け
・

土
壌
作
り
が
鍵
　

　
関
係
人
口
を
地
域
に
受
け
入
れ
る
こ

と
は
、町
が
目
的
と
し
て
い
る｢

移
住・

定
住
者
を
増
や
す
こ
と｣

に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
と
深
く

関
わ
り
た
い
人
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

今
年
度
の
取
り
組
み　

　

｢

川
根
本
町
に
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
魅
力
が
あ
る
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
当

た
り
前
に
感
じ
て
い
る
こ
と
が
魅
力
に

な
る｣

。
今
回
の
取
材
で
話
し
て
く
れ
た

皆
さ
ん
の
言
葉
で
す
。
次
頁
か
ら
そ
ん

な
皆
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

大
学
生
と
地
域
住
民
の
協
働
事
業
や
地

域
づ
く
り
活
動
、
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね
と
長

島
ダ
ム
の
観
光
事
業
な
ど
、
他
の
地
域

で
も
「
地
域
活
性
化
」
の
参
考
に
な
り

う
る
活
動
を
、
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
ご

覧
く
だ
さ
い
。

関
係
人
口
と
は

地
域
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
は

町
外
の
人
の
感
性
や
柔
軟
な
発
想

　
川
根
本
町
の
人
口
は
、
令
和
４
年
３

月
時
点
で
約
６
，
２
０
０
人
で
、
今
後

も
減
少
を
続
け
、
そ
れ
に
伴
い
地
域
の

に
ぎ
わ
い
も
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
、
移
住
・
定
住
を

促
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
川
根
本
町
に
は｢

地
域
に
に
ぎ
わ
い

を
生
み
出
し
た
い｣

｢

町
の
魅
力
を
も

っ
と
知
っ
て
ほ
し
い｣

と
い
う
思
い
を

抱
く
住
民
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
今
年

度
、
そ
ん
な
人
た
ち
と
大
学
生
や
若
い

移
住
者
が
協
力
し
て
、『
関
係
人
口
』

を
増
や
す
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
町
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
に
は
、
既
に
住
民
同
士
の
固
い

つ
な
が
り
が
で
き
上
が
っ
て
い
て
、
移
住

者
や
若
者
を
新
し
く
受
け
入
れ
る
こ
と

に
抵
抗
が
あ
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
活
性
化
の
一
環
と
し

て
、
新
し
い
感
性
や
柔
軟
な
発
想
を
取

り
入
れ
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
本
号
で
紹
介
す
る
事
例
が
、
皆
さ
ん

の
住
む
地
域
の
今
後
の
活
動
の
ヒ
ン
ト

に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

て
い
く
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
実
は
、
既
に
町
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
関
係
人
口
の
受
け
入
れ
が
進
ん

で
い
ま
す
。
一
般
社
団
法
人
エ
コ
テ
ィ

か
わ
ね(

以
下｢

エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね
」)

の
よ
う
な
民
間
団
体
が
、
観
光
事
業
を

通
し
て
、
町
を
何
度
も
訪
れ
る
人
た
ち

と
交
流
を
重
ね
、
町
内
の｢

居
場
所｣

づ
く
り
に
一
役
を
買
っ
た
り
、
ま
た
、
今

年
度
は
関
係
人
口
拡
大
を
目
的
に
県
内

大
学
と
地
域
、
事
業
所
、
町
が
協
働
し

た
活
動
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

特集 つなげて ひろげる 関係人口

つなげて ひろげる 関係人口

定住者

川根本町の
出身です

川根本町で
暮らします

川根本町のまちづくりに
参加したいです

観光に来ただけで
よく知りません

関係人口
定住人口

交流人口

地域との関わりへの思い

より多彩な人材が地域作りに参画

強弱

強

弱

行き来する人
地域にルーツがある人

（近居）

何らかの関わりがある人
（過去の勤務や居住） 地域内にルーツがある人

（遠居）

ほとんど関わりがない人

▶

現
状
の
地
域
と
の
関
わ
り

▶
総務省が示す関係人口の概念図を基に作成

地域の活性化のために

昔、川根本町で
働いてました
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静
岡
文
化
芸
術
大
学
デ
ザ
イ
ン
学

部
の
学
生
が
、
今
年
度
【
川
根
本
町

に
若
い
世
代
の
関
係
人
口
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
】
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。　
　

　

ま
ず
学
生
た
ち
は
、
地
域
が
若
者

を
受
け
入
れ
や
す
く
す
る
た
め
の
体
制

づ
く
り
に
奮
闘
。
自
分
た
ち
が
前
例
と

な
り
、
住
み
込
み
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
行
っ
た
り
、
町
に
興
味
を
持
つ
き

っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
田
舎
体
験
ツ
ア

ー
を
開
催
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
作
り
、
若
者
の
田
舎
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
た
学
生
た
ち

は
、
大
学
卒
業
後
の
今
年
４
月
か
ら
本

格
的
に
川
根
本
町
に
移
住
し
ま
す
。
今

後
も
、
関
係
人
口
に
な
る
人
た
ち
に
川

根
本
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
住
民

と
連
携
し
な
が
ら
交
流
す
る
機
会
づ
く

り
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　

静
岡
大
学
農
学
部
・
園
芸
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
学
研
究
室
松
本
和
浩
准
教

授
の
学
生
が
、
久
野
脇
地
区
の
家
庭

や
地
域
に
あ
る
果
樹
を
活
用
し
た
地

域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
同
研
究
室
は
過
去
３
年
間
、
久
野
脇

の
未
来
を
考
え
る
会
（
以
下｢

Ｋ
Ｍ
会｣

）

の｢

く
の
わ
き
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

に
協
力
し
、
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
同
区
に
点
在
す
る
果
樹
に
着
目
。

Ｋ
Ｍ
会
と
一
緒
に
住
民
が
大
切
に
し

て
い
る
果
樹
を
書
き
入
れ
た｢

く
の

わ
き
庭
の
木
マ
ッ
プ｣

を
作
っ
た
り
、

そ
の
果
樹
の
逸
話
や
思
い
を
住
民
に

聞
き
書
き
し
た
冊
子｢

く
だ
も
の
縁

結
び｣

を
発
行
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
視
点
で
既
存
資
源
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
町
内
外
の
住
民
の
交
流
を

促
す
今
回
の
活
動
。
そ
こ
か
ら｢

久
野

脇
に
も
っ
と
関
わ
り
た
い｣

｢

も
っ
と
知

り
た
い｣

と
い
う
新
し
い
関
係
人
口
の

創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　｢川根本町で暮らしたい！｣ と考える
ようになって、この町で ｢働くこと｣
を意識したとき、情報がとても少ない
と感じました。町の暮らしや雇用情報
を発信する体制作りを進めれば、私の
ような新卒移住者が増えるかも知れま
せん。また、田舎体験ツアーの第 3 弾
を計画しています。皆さんにもぜひご
協力いただければと思っています。

　移住希望者にとって大きな「壁」は
地域になじめるかということ。田舎で
の生活に困ったとき、頼りになる人が
いるだけで心強いはずです。地域一体
で移住者の生活を支えてあげられるネット
ワークができれば理想的です。
　観光だけでは味わえない住民との交流
ツアーは町を知る良い入口。町を深く
知ってもらうきっかけ作りに今後も協
力していきたい。

　「聞き書き」活動が、久野脇の新しい
魅力発信や観光客との交流のツールにな
ってくれればと思っています。KM 会は
久野脇を元気にしたい人たちの集まり。

「好きなこと」を笑顔で取り組んでいる姿
を見てほしい。地域に笑顔があふれてい
れば「来て良かった」と思ってくれる人
も増えるはず。そんな人が「また行きたい」

「活動を応援したい」と思ってくれれば、
本当にうれしいですね。

　私たちの活動は、久野脇の皆さん
のお宅の庭の ｢果樹｣ を活用して、
久野脇に親しみを持って足しげく通
ってくれる人を増やし、地域を活性
化させること。聞き書きで関わった
皆さんの言葉や思いに触れてもらえ
れば、きっと久野脇の魅力が伝わる
はず！ ｢くだもの縁結び｣ が町内外
の人の交流のきっかけになればと期
待しています。

KM会と一緒に果樹マップを作成！

　久野脇の住民に聞き取りを行い、地区に点在
する果樹を記載した「くのわき庭の木マッ
プ」。果樹が町内外の住民の ｢共有財産｣ に
なっていくことが期待される。

プロジェクト①

聞き書き「くだもの縁結び」を発行
　KM 会の協力のもと果樹に
まつわる逸話や住民の思いを
聞き書きした冊子 ｢くのわき
縁結び｣ を発行。

プロジェクト②

KM 会  諸
も ろ た

田 史
し え こ

惠子さん静岡大学農学部　井
い せ き

関 早
さ や か

弥香さん 田舎体験ツアーを企画した松
まつうら

浦 あづみさん 狩猟ツアーに協力した殿
とのおか

岡 邦
くによし

吉さん

　川根本町の企業の多くでインターンシップ
体制が整っていないことに着目。町内に住み
込みインターンシップを実践して、若い世代
の採用を促す体制づくりに取り組む。

自分たちが若者の移住の前例になる
プロジェクト①

　学生主催の ｢川根人体験～山里で生きる～」は
若者が川根本町に興味を持つきっかけ作りの
ための田舎体験ツアー。昨年 10 月には稲刈り、
12 月は狩猟を体験。また、移住者との交流会
も開催。

川根本町田舎生活体験ツアーを開催

プロジェクト②

プロジェクト②

▶

4月から本格的に川根本町に移住
今後は移住希望者に情報を発信

▶

地域と協働した田舎体験ツアー
第3弾を企画中！

プロジェクトの成果は･･･

▶

｢くだもの縁結び｣ の2号以降が発行予定
久野脇の新しい魅力発信・KM会の活動の幅が広がる

プロジェクトの成果は･･･

関係人口拡大につながる大学生と地域の取り組み

｢

既
存
の
資
源
に
光
を
あ
て
る｣

話し手の言葉を録音して、一字一句すべて書き
起こして、文章にまとめること。話し手の語り
口調や方言をそのまま文章にするので、話し手
の人柄などを想像できます。

▶ 聞き書きとは

地
域
住
民
と
大
学
生
が
と
も
に
町

の
魅
力
を
発
掘
。
身
近
な
も
の
で

地
域
を
活
性
化

「
川
根
本
町
の
関
係
人
口
を

 
増
や
し
た
い
」

川
根
本
町
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に

奮
闘
し
た
大
学
生
の
活
動
を
紹
介
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平
成
28
年
に
誕
生
し
た
エ
コ
テ
ィ

か
わ
ね
は
、
川
根
本
町
の
魅
力
を
町

内
外
に
伝
え
る
た
め
、
町
の
自
然
を

活
か
し
た
観
光
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
農
林
業
や
商

工
業
な
ど
の
地
域
産
業
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
町
全
体
の
活
性
化
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
町
の
自
然
を
活
か
し
た
体
験
型
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、
川
根
本
町
の
観
光
の
目
玉

事
業
。
特
に
長
島
ダ
ム
の
周
辺
資
源

を
活
か
し
た
環
境
学
習
や
散
策
、
水

上
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
は
リ
ピ
ー
タ

ー
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね
で
は
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
に
少
人
数
の
参
加
者
に
対
し

て
ガ
イ
ド
を
配
置
し
、
対
話
が
で
き

る
関
係
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
親
密

な
ガ
イ
ド
を
重
ね
る
こ
と
で
、
安
心

感
や
親
近
感
を
持
っ
て
再
来
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

同
団
体
で
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
上

げ
た
観
光
ガ
イ
ド
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
教
え
る
「
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
町
全
体
に
来

町
者
が
満
足
す
る｢

お
も
て
な
し｣

が
広
が
れ
ば
、
川
根
本
町
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
、
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
獲

得
に
つ
な
が
り
、
関
係
人
口
の
拡
大

が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
長
島
ダ
ム
は
、｢

地
域
に
開
か
れ
た

ダ
ム｣

と
し
て
、
大
井
川
と
い
う
資

源
で
結
ば
れ
た
流
域
の
自
治
体
や
住

民
の
水
資
源
の
確
保
や
利
水
を
促
し
、

大
井
川
を
軸
と
し
た
ブ
ラ
ン
ド
確
立

を
目
標
に
地
域
活
性
化
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
7
月
に
は
、
町
内
外
の
住

民
の
交
流
が
期
待
さ
れ
て
い
る
「
森

と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ダ
ム
の
役
割
を
学

習
し
な
が
ら
、
周
辺
資
源
の
散
策
を

同
時
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、
観

光
と
教
育
を
兼
ね
た
事
業
で
す
。
町

外
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、
地
域
の

人
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
画
期
的

な
イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
か
ら
事
前
予
約
制
で

ダ
ム
内
部
の
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し

た
り
、
町
や
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね
な
ど

の
団
体
と
連
携
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の

運
営
や
カ
ヤ
ッ
ク
・
Ｓ
Ｕ
ｐ
愛
好
者

の
た
め
の
湖
面
利
用
に
協
力
し
て
い

ま
す
。

　エコティかわねは、設立当初から
観光と自然、地域経済、住民間のコ
ミュニティ形成を軸に活動を続けて
きました。その活動に共感した会員
は「やってみたいこと」を仲間と共
有して、活動の中で実践しています。
一方的な「観光案内」ではなく、お
客さまと一緒に「経験」することで、

「町の魅力」を共有することを大切
にしています。　　
　お客さま自身が特別感や幸福感を
感じてもらえるように ｢おもてなし」
精神で接するようにすれば、町に親
近感を抱いてくれて、「もっと町を知
りたい」「また行ってみたい」につな
がるはずです。 （芦沢さん）

訪れる人に川根本町の魅力を ｢教える｣ のではなく、
体験を共有して、｢感じる｣ ことが大切

エコティかわね
芦
あしざわ

沢 哲
て つ や

哉さん（右）
丸
ま る の

野 宏
ひ ろ か

夏さん（左）

● 森と湖に親しむ旬間のご案内 ●
森林や湖に親しむことで心身をリフレッシュしながら、森林やダムなどが持つ自然豊かな空間や、
社会生活に果たしている役割について理解を深めてもらうイベント。（新型コロナウイルス感染

症のまん延状況により、中止する場合があります）

▶ 2022年7月21日（木）～31日（日）
▶ 内容　① ダム内部の見学ツアー
　　　　 ② ダム湖の巡視体験　ほか

▷ 最新情報は、長島ダムの公式
ホームページでご確認ください。

長
島
ダ
ム
が
お
も
し
ろ
い
！

▷『手づくり郷土賞』は社会資本と関わりを持つ地域作りの
優れた取り組みを国土交通大臣が表彰するもの。

川
根
本
町
を
誇
り
に
思
い
「
伝
え
る
」

こ
と
が
新
し
い
関
係
人
口
を
生
み
出
す

関係人口拡大につながる地域の取り組み関係人口拡大につながる地域の取り組み

▷ 接岨湖を利用したカヤック体験や SUP、ダム周辺の散策
など自然鑑賞会を実施。町の関係団体と連携して、流域住民
や町内の子どもたちに大井川の恵とダムの役割を教える。

関
係
人
口
拡
大
の
鍵
は
、

川
根
本
町
を「
好
き
に
な
る
こ
と
」

関
係
人
口
の
こ
れ
か
ら

　
今
回
取
材
を
し
た
皆
さ
ん
に
『
関
係

人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
』
と
問
い
か

け
る
と
「
町
を
訪
れ
る
人
に
、
川
根
本

町
を
自
信
を
持
っ
て
好
き
だ
と
伝
え
る

こ
と
」と
口
を
そ
ろ
え
て
話
し
ま
す
。「
こ

の
町
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
若
い

人
や
移
住
者
に
は
新
鮮
な
魅
力
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
活
動

を
継
続
す
れ
ば
関
係
人
口
拡
大
に
つ
な

が
る
は
ず
」
と
続
け
ま
す
。

　
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、
関
係
人

口
の
拡
大
を
図
る
と
き
に
重
要
な
こ
と

は
、
地
域
内
外
の
人
が
互
い
に
積
極
的

に
関
わ
り
、「
町
の
魅
力
や
欠
点
」
を

共
有
す
る
こ
と
。
来
町
者
の
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
合
う
も
の
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
地
域
に
若
い
世
代
や
新
し
い
発
想
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
決
し
て
簡
単
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
関
係

人
口
に
当
た
る
人
た
ち
は
、
地
域
へ
の　

情
熱
や
愛
着
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
と

い
え
ま
す
。
地
域
の
魅
力
発
信
と
住
民

と
の
継
続
し
た
関
係
づ
く
り
が
、
関
係

人
口
の
創
出
と
拡
大
に
必
要
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地域おこし協力隊も
ガイドで活躍してます

エコティかわねの活動の成果が実る地域の皆さん！
ぜひご参加ください

▶ 表彰状を受け取った芦沢哲哉さん(中央)

● 令和３年度手づくり郷土賞受賞 ●
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たうんとぴっくす川 根 本 町 の ま ち の 話 題

(一社)エコティかわね
川根本町桑野山424-6
☎(58)7000　FAX（58）7001
Eメール：ecotkawane@gmail.com

「町の自然資源を活かした地域観光事業｣に取り組んでいる（一社）エコティかわね。

今月はインテリア茶箱インストラクターの芹澤あやみさんにお話を聞きました。
エコティ日記2/17 コロナ禍を戦う医療従事者を支援

川根本町赤十字奉仕団が手作りの医療用ガウンを静岡赤十字病院に寄贈

川根本町赤十字奉仕団の皆さんの活動に感謝します

　川根本町赤十字奉仕団は、昨年２月、静岡赤十字
病院に手作りの医療用ガウン80枚を寄贈しました。
　今回、その活動に対し同病院から、感謝状が贈呈
され、薗田町長が ｢皆さんの日頃の活動が町の福祉
サービスの充実につながっている。今後も引き続き
奉仕活動に努めていただきたい｣ と伝達しました。
　同団委員長の髙

た か だ

田博
ひ ろ こ

子さん（藤川区）は「今後は
医療用ガウンの作製のほかにも、町内高齢者の見守
りなどのボランティア活動を積極的に行っていきた
い」と力強く決意を話しました。

諸田朱美先生（中央小学校）が文部科学大臣優秀教職員表彰を受賞

子どもの良さを引き出す指導を称えて 3/4

児童と同じ目線で｢問い｣かける諸田先生

　中央小学校の諸
も ろ た

田朱
あ け み

美先生が、令和 3年度文部
科学大臣優秀教職員表彰を受賞されました。
　今回の受賞は、諸田先生の「学習指導」や教務主
任としての ｢学校運営の円滑化｣ の功績が高く評価
されたもので、令和 2年度の静岡県教育委員会優
秀教職員表彰に続くものです。
　諸田先生は、平成 20年に第一小学校に赴任して
以来、長年にわたり町内の小学校で教鞭を取ってい
ただくなど、川根本町とも縁の深い先生です。
　諸田先生は ｢児童の成長を信じて『問い』を続け、
教員と児童、保護者など互いの考えを共有できる学
校運営に努めたい｣ と決意を話しました。

2/14 身近な｢不思議｣を探究する力を育てる
本川根中学校の生徒が３年連続入選の快挙を達成

研究を続けた理科室で入選２等の盾を手にほほ笑む

　昨年 11 月、読売新聞社主催の第 65 回日本学生
科学賞の中央審査が開催され、昨年度に続き本川根
中学校３年生の山

やまうち

内美
み こ と

琴さん（千頭西区）が入選を
果たしました。
　今年の山内さんの研究テーマは｢川霧の発生条件｣。
登校時に大井川に現れた霧が、日中も消えずに漂っ
ていたことに疑問を抱き、１年次から定点観測を始
め、気温や湿度のデータを粘り強く集めてきました。
　山内さんは「研究はとても楽しかったけど、もっ
と調べられることがあった。進学しても研究は続け
ていきたい」と満面の笑顔で話しました。

　川根本町へ嫁いで 20 年。ここで一生を過ごすと決めた
時、まず浮かんだのは自分ができることを探し、さまざま
なことにチャレンジすることでした。家庭菜園やパンを焼
いてみることから始め、子育てサークルに参加してママさ
んたちと企画・運営をしたり、NPO 法人かわね来風の「マ
マ宅事業」で町内のいろいろな地区を回ったりしました。
そこでたくさんの人の笑顔と出会い、「ありがとう」と言
ってもらえることで、自分の喜びにもつながりました。
　現在はインテリア茶箱のインストラクターとして、
レッスン開催やオーダー受注を行っています。インテリ
ア茶箱はお茶保存の効果はそのままに、衣類の収納・見
せる茶箱など、さまざまな使い方があります。また、古
くなってしまった茶箱を新しい形へよみがえらせること
ができます。川根本町の茶箱は町内産の杉を使っており、
職人さんが一つ一つ丁寧に作っていて、まさに町自慢の
一品だといえます。古くなっても十分に使える茶箱をお
洒落にリメイクし、現代に沿った形で使うことができる
のも魅力だと思います。
　縁もゆかりもない土地だった川根本町ですが、さまざま
なことに挑戦することで今、人とのつながりや暮らしを楽
しむすべを得て、心豊かに生活しています。

人とつながり、暮らしを楽しむ

（上）エコティかわねでの
ミニ茶箱作りイベント。

（下）今年も3回シリー
ズでのイベントを企画
しています！

▶平成14年に結婚を機に     
  来町。
▶インテリア茶箱クラブ
　認定インストラクター。
   ベビーマッサージの
　インストラクターとし
　ても活動。

芹澤 あやみさん

3/3 子どもたちの健やかな成長を願って
町立保育園で｢ひな祭り会｣を開催。園児たちにひな祭りの由来を伝える

｢さんにんかんじょは･･･ここかな？｣とひな人形を飾る

　町内の保育園で ｢ひな祭り｣ にちなんだ行事が開
かれました。桜保育園では、園児たちがひな人形を
飾ったり、紙コップや色紙を使ってひな人形を作っ
たりして楽しみました。
　その後、手作りした色とりどりの衣装を着て記念
撮影。ひな壇の前で扇や笏（しゃく）を手に、おひ
な様とお内裏様気分を味わっていました。
　また、この日の給食は特別メニューのちらし寿司。
園児たちは ｢美味しいね！｣ と笑顔で頬張っていま
した。
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木 T h u r s d a y 金 F r i d a y 土 S a t u r d a y

昭和の日

●い 一般外来　9:00～12:00

●★ B&G

●い 一般外来
9:00～12:00／14:00～17:00

●い 一般外来
10:00～12:00／14:00～17:00
●い 循環器遠隔外来（要予約）
14:00～16:00

●い 一般外来
10:00～12:00／14:00～17:00
●い 糖尿病・内分泌遠隔外来
　（要予約）
14:00～17:00

●い 一般外来
9:00～12:00／14:00～17:00
●い 脊椎遠隔外来（要予約）
14:00～17:00

●い 一般外来
9:00～12:00／14:00～17:00
●い 整形外科遠隔外来（要予約）
14:00～17:00

●い 一般外来　9:00～12:00

●★ B&G

●い 一般外来　9:00～12:00

●★ B&G

エイズなど各種検査　※要予約
藤枝総合庁舎 別館 2階　9:15～11:00
※予約は中部健康福祉センター 054-644-9273
●い 一般外来
10:00～12:00／14:00～17:00
●い 循環器遠隔外来（要予約）
14:00～16:00

●い 一般外来
9:00～12:00／14:00～17:00

●い 一般外来　9:00～12:00

●★ B&G

●い 一般外来
10:00～12:00／14:00～17:00
●い 循環器遠隔外来（要予約）
14:00～16:00

●い 休診
●当 上長尾田澤内科医院
川根本町上長尾915-5
0547-56-1800

●★ B&G

●い 一般外来　9:00～12:00

●休 文化会館・B&G

赤口

先負

仏滅

大安

赤口

先負

仏滅

大安

赤口

先勝

仏滅

大安

赤口

先勝

友引

31	

7	

14	

21	

28	

1	

8	

15	

22	

29

2	

9	

16	

23	

30

日 S u n d a y 月 M o n d a y 火 T u e s d a y 水 W e d n e s d a y

●当 高木医院
島田市川根町身成3133-1
0547-53-3535

●★ B&G

●当 金谷眼科
島田市金谷扇町3639
0547-45-0010

●★ B&G

●い 一般外来　9:00～12:00

●休 文化会館・B&G

●い 一般外来　9:00～12:00

●休 文化会館・B&G

●い 休診

●い 休診

定例乳幼児相談　9:30～11:00
山村開発センター
健康づくり相談　13:30～15:00
山村開発センター
●い 休診

特設人権相談所　13:00～16:00
文化会館2階　第2和室
ことばの相談（要予約）
山村開発センター
●い 休診

●い 休診●い 一般外来　9:00～12:00

●休 文化会館・B&G

●当 平井医院
島田市金谷本町1945
0547-46-2236

●休 文化会館・B&G

●当 加納医院
島田市牛尾471-2
0547-45-3082

●★ B&G 

1歳6か月児・3歳児健康診査
（受付時間 12:50～13:15）
山村開発センター
●い 一般外来　9:00～12:00

●休 文化会館・B&G

●い 休診 健康づくり相談　9:15～10:00
文化会館
定例乳幼児相談　10:00～11:30
文化会館
●い 休診

友引

大安

赤口

先勝

友引

先負

赤口

先勝

友引

先負

仏滅

先勝

友引

先負

仏滅

大安

友引

先負

仏滅

大安

27	

3	

10	

17	

24	

28	

4	

11	

18	

25	

29	

5	

12	

19	

26	

30	

6	

13	

20	

27	

●当 …休日当番医
●い …いやしの里診療所
●休 …休館日
●★ …夜休館

マイナンバーカード申請タブレット

本庁舎に設置

マイナンバーカード申請タブレット

本庁舎に設置

総合支所に設置
マイナンバーカード申請タブレット

マイナンバーカード申請タブレット

本庁舎に設置

マイナンバーカード申請タブレット

本庁舎に設置

●い 休診

志太榛原地域救急医療センター（内科・小児科）
診療時間

月曜～金曜日　午後7時30分～10時
土・日曜日　午後7時30分～翌日午前7時

※ ただし4月2日（土）、10日（日）、16日（土）、24日（日）、30
日（土）、の午後10時から翌日午前7時は小児科のみの
診療です。　　　　　　　　　　☎054（644）0099

健康福祉課☎（56)2224

令和４年度における各種健診
及び各種がん検診とインフル
エンザ予防接種の希望調査票
を全世帯に郵送します。記入
後は班（組）長様宅への提出に
ついてご協力ください。

歯磨き粉はかわいた歯ブラシに！
　ぬらした歯ブラシに歯みがき粉
をつけるとあわだちがよいので、
みがけた気になってしまいます
が、よごれがしっかりおちていな
いことも。かわいた歯ブラシに
つけるのが正解です。

健（検）診及び予防接種等の
希望調査の実施について

健康カレンダー・休日当番医・施設の
予定などは、予告なく変更する場合が
あります。確認のうえお出かけください。

くらしの
カレンダー

役場本庁 代表番号 ☎56-1111
1F 税務住民課
 税務室� ☎56-2223
 戸籍住民室� ☎56-2222
くらし環境課� ☎56-2236
健康福祉課� ☎56-2224
高齢者福祉課
 長寿介護室� ☎56-2234�
 地域包括ケア推進室
� ☎56-2225
建　設　課� ☎56-2227
会　計　課� ☎56-2228

2F 総　務　課� ☎56-2220
企　画　課� ☎56-2221
情報政策課� ☎56-2232
農　林　課� ☎56-2226

3F 議会事務局� ☎56-2229

総合支所
ほか

代表番号 ☎ 59-3111

1F 観光商工課� ☎58-7077
支所管理局
 窓口業務室� ☎58-7070
 支所管理室� ☎58-7073
教育総務課� ☎58-2555
社会教育課� ☎58-7080

文化会館� ☎59-3106
本川根B&G海洋センター
� ☎59-3332
山村開発センター
� ☎56-2231

2022

今 月 の 納 期
各種使用料・保険料などは
5月2日（月）までに
納めてください。

納税は口座振替が便利です。
※�新型コロナウイルスの影響により、納
税が難しい方は、特例による猶予制
度がありますので、ご相談ください。
� 税務住民課　☎（56）2223

あなたの税金が町をつくります。

4

各
種
相
談

▶�「行政相談」・
　社会福祉協議会「よろず相談」
4月20日㈬　9:00～11:30　
文化会館
▶�精神保健福祉総合相談（精神保
健・断酒など）【要予約】
4月5日㈫　13:30～（断酒会）
中部健康福祉センター（藤枝市）
☎054（644）9281

▶ひきこもり相談【要予約】
祝日を除く毎週（月）（火）
9:00～16:00　藤枝総合庁舎
中部健康福祉センター福祉課
☎054（644）9281
▶●当 休日当番医の情報
（一社）榛原医師会HP
http://www.haibara-med.
or.jp/

▶●い いやしの里診療所
☎（59）2102
▶子育て支援施設（日・月・祝日休館）
ひだまり（藤川）　☎（57）2231
こもれび（地名）　☎（56）2700
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
お
知
ら
せ

医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

窓
口
負
担
割
合
２
割
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
、

75
歳
以
上
の
方
※1
の
課
税
所
得
※2
や
年
金
収
入
※3
を
も
と
に
、

世
帯
単
位
で
判
定
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
（
75
歳

以
上
の
方
な
ど
）
で
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
現
役
並
所
得
者

を
除
き
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

　
変
更
対
象
と
な
る
方
は
、
被
保
険
者
全
体
の
う
ち
約
20
％
の
方
で
す
。

※

１
　
65
〜
74
歳
で一定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
と
広
域
連
合
か
ら
認
定
を
受
け
た
方
を
含
む

※

２
　
住
民
税
納
税
通
知
書
の「
課
税
標
準
」の
額（
前
年
の
収
入
か
ら
、所
得
控
除（
基
礎
控
除
や
社
会
保

　
　
　
険
料
控
除
等
）な
ど
を
差
し
引
い
た
後
の
金
額
）

※

３
　
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
は
含
み
ま
せ
ん

※

４
　
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
で
、医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合
が
３
割
の
方

※

５
　
事
業
収
入
や
給
与
収
入
等
か
ら
、必
要
経
費
や
給
与
所
得
控
除
等
を
差
し
引
い
た
後
の
金
額

制
度
改
正
の
見
直
し
の
背
景
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

厚
生
労
働
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
１
２
０-
０
０
２-

７
１
９

・団塊の世代が 75 歳以上となり初め、医療費の増大が見込まれるため。
・後期高齢者の医療費のうち、窓口負担を除いて約 4 割は現役世代（子や孫）
　の負担となっており、今後も拡大していく見通しとなっているため。
　→現役世代の負担を抑え、医療皆保険を未来につないでいく

見直しの背景

●
登
録
す
る
犬
と
飼
い
主
の
義
務

 

・
生
後
91
日
を
経
過
し
た
犬
を
飼
い

　
始
め
た
方

 

・
犬
と
転
入
し
て
き
た
方

　※

登
録
時
に
交
付
さ
れ
る
鑑
札
と
接

　
種
時
に
交
付
さ
れ
る
予
防
注
射
済
票

　
は
必
ず
犬
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
費
用

 

・「
狂
犬
病
注
射
」
３
，５
０
０
円

　（
内
訳：注
射
手
数
料
２
，９
５
０
円
、

　  

注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

　※

釣
銭
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
接
種
に
必
要
な
も
の

①
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
申
込
書

　（
は
が
き
）

②
愛
犬
手
帳

③
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
の
糞
を
処
理
で
き
る

　
も
の

※

①
は
、
本
町
で
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
へ
３
月
１
日
に
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
接
種
当
日
の
お
願
い

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

　
し
て
、
マ
ス
ク
着
用
や
手
指
の
ア
ル
コ

　
ー
ル
消
毒
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
４
週
間
以
内
に
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接

　
種
し
て
い
る
場
合
は
、
狂
犬
病
予

　
防
注
射
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

・
犬
が
接
種
会
場
で
暴
れ
て
し
ま
わ

　
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
犬
が
病
気
・
妊
娠
な
ど
で
接
種
が

　
困
難
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

　
獣
医
師
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

 

・
本
町
で
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
な

　
い
方
も
、
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
に

　
て
、
接
種
・
登
録
申
請
を
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※

犬
の
登
録
手
数
料
３
，０
０
０
円
。

　
接
種
会
場
で
の
支
払
い
は
受
け
付
け

　
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
後
日
納
付
書
を

　
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
】
く
ら
し
環
境
科
　
生
活
環
境
室

　
　  

☎（
56
）２
２
３
６

4月
18日
(月)

久野脇コミュニティ防災センター
三津間集落センター
瀬平集落センター
下長尾地域振興センター
高齢者ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ（ー下泉）
高郷地域振興センター
水川地域振興センター
藤川区事務所前
徳山コミュニティ防災センター
久保尾・西村様宅前
梅高地域振興センター
田野口消防会館
元壱町河内消防会館
川根本町役場

地名地域振興センター
実施日

狂犬病予防集合注射を下記日程にて開催いたします。
町内で犬を飼育されている方はぜひご参加ください。

 ９：３０ ～ ９：５０
 １０：０５ ～ １０：２０
 １０：３０ ～ １０：４０
 １０：５０ ～ １１：０５
 １１：２０ ～ １１：３５
 １２：３０ ～ １２：４０
 １２：５０ ～ １３：１０
 １３：２５ ～ １３：３５
 １３：５０ ～ １４：１０
 １４：２５ ～ １５：００
 ９：３０ ～ １０：００
 １０：２０ ～ １０：４０
 １０：５５ ～ １１：０５
 １１：３５ ～ １１：４５
 １３：００ ～ １３：４０

4月
19日
(火)

実施会場 時　間

4月
25日
(月)

接岨・資料館前
大間・前川様宅前
沢間・鈴木様宅前
川根本町文化会館
平栗・杉山様宅前
富士城・ポンプ小屋
上岸地区集会所
田代区会館
役場総合支所
青部地区集会所
崎平地区集会所

奥泉地区集会所
実施日

 ９：３０ ～ ９：４０
 １０：００ ～ １０：１５
 １０：４５ ～ １０：５５
 １１：３０ ～ １１：４５
 １３：００ ～ １３：２０
 １３：３５ ～ １３：４５
 ９：３０ ～ ９：４０
 ９：５５ ～ １０：１０
 １０：２０ ～ １０：３５
 １０：４５ ～ １１：０５
 １１：１５ ～ １１：２５
 １１：３０ ～ １１：４５

4月
26日
(火)

実施会場 時　間

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
に
つ
い
て

　
狂
犬
病
は
、
人
に
も
う
つ
る
感
染
症
で
す
。
発
症
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
%
死
に

至
り
、
世
界
で
多
く
の
死
者
を
出
し
て
い
ま
す
。
法
律
で
、
飼
い
犬
の
登
録
と
年

１
回
の
狂
犬
病
の
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
と
犬
の
健
康
を
守

る
た
め
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

毎月１回地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介します。是非聞きにきてください。

１．開催日時　令和３年４月18日（第三日曜日）　１回目 11：00～／２回目 13：30～
２．開催場所　フォーレなかかわね茶茗舘
３．語 り 手　木村愛子・勝川邦子・澤井初美
　　　　　　（語り手は都合により変更する場合があります。）
� 中川根語り部の会「話楽座」（事務局／薗田はる ☎（56）0374）

毎月１回地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介します。是非聞きにきてください。

１．開催日時　令和４年４月17日（第三日曜日）　１回目 11：00～／２回目 13：30～
２．開催場所　フォーレなかかわね茶茗舘
３．語 り 手　薗田はる・澤井初美・薗田光枝
　　　　　　（語り手は都合により変更する場合があります。）
� 中川根語り部の会「話楽座」（事務局／薗田はる ☎（56）0374）
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役場の窓辺から yakuba no madobe kara

※

必
要
書
類
や
申
請
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
直
接
税

務
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
の

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

【
問
】
税
務
住
民
課
　
税
務
室
　
☎（
56
）２
２
２
３

「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
」の

設
置
を
検
討
中
の
方
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る

町
税
猶
予
制
度
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
に
よ
り
町
税

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
１
　
災
害
に
よ
り
財
産
に
相
当
な
損
失
が
生
じ
た
場
合

　（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
が
発
生
し
た
施
設

　
で
消
毒
作
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
備
品
や
棚
卸
資
産

　
を
廃
棄
し
た
場
合
）

ケ
ー
ス
２
　
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
が
病
気
に
か
か
っ
た
場
合

　（
納
税
者
本
人
ま
た
は
生
計
を
同
じ
に
す
る
家
族
が
病
気
に

　
か
か
っ
た
場
合
）

ケ
ー
ス
３
　
事
業
を
廃
止
し
、
ま
た
は
休
止
し
た
場
合

　（
納
税
者
が
営
む
事
業
に
つ
い
て
、
や
む
を
得
ず
休
廃
業
し

　
た
場
合
）

ケ
ー
ス
４
　
事
業
に
著
し
い
損
失
を
受
け
た
場
合

　（
納
税
者
が
営
む
事
業
に
つ
い
て
、利
益
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

　
著
し
い
損
失
を
受
け
た
場
合
）

　
町
で
は
、
ご
自
宅
に
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
」
を
設
置
す
る
方
を

対
象
と
し
た
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象

　
川
根
本
町
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
自
ら
が
居
住
す
る
町
内
の

住
宅
に
対
象
機
器
を
設
置
す
る

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
取
得
す
る
機
器
が

未
使
用
品
で
あ
る
こ
と
、
町
税

の
滞
納
が
な
い
こ
と
な
ど
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
の
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
末

ま
で
（
予
算
が
な
く
な
り
次
第

終
了
）

※

機
器
設
置
が
２
０
２
３
年
３

月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る
も
の

が
対
象
。

　
こ
の
他
に
設
置
さ
れ
る
機
器

ご
と
に
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
く
ら
し
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
く
ら
し
環
境
課

　
　 

環
境
政
策
室

　
　 

☎（
56
）２
２
３
６

交付対象
機器

太陽光発電
システム

太陽熱
温水器

ヒート
ポンプ型
給湯器

潜熱
回収型
給湯器

（ガス・石油共）

ハイブリット
給湯器

住宅用
リチウム
イオン
蓄電池
システム

補助金の額
（限度額）

1kwあたり
2万円

設置費用の
1/2以内

設置費用の
1/2以内

設置費用の
1/2以内

設置費用の
1/2以内

設置費用の
1/2以内

限度額
10万円（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）限度額

5万円
限度額
5万円

限度額
3万円

限度額
10万円

限度額
10万円

焼津市・藤枝市・島田市・川根本町
3市1町市民後見人養成講座事前説明会

　認知症高齢者等の増加により、成年後見制度の需要が高まっている中、“市民後見人” が、新たな福
祉の担い手として活動することが期待されています。皆さまが後見人に必要な知識や姿勢を学ぶ場とし
て、市民後見人養成講座を実施するにあたり、事前説明会を開催します。

日時・会場 ① 5 月 21 日㈯午前 10 時～正午
 　焼津市総合福祉会館 ３階 多目的ホール
 　（焼津市大覚寺三丁目２－２）
 ② 5 月 26 日㈭午前 10 時～正午
 　島田市社会福祉協議会 ３階 多目的室
 　（島田市大津通２番の１）
対　　　象 ・焼津市、藤枝市、島田市、川根本町の住民（おおむね 30 ～ 70 歳）
 ・市民後見人の活動に関心があり、養成講座を受講する意思のある人
内　　　容 市民後見人の概要、役割、登録までの流れ、養成講座の概要、受講要件、注意事項　等
参　加　費 無料
申　込　み ５月 13 日㈮までに次のいずれかの方法でお申込みください。
 ①電 話 … 下記申込先に電話連絡
 ②FAX … 申込書を下記申込先まで送信
 ③インターネット … http://bit.ly/33rNF1W
 　　　　　　　　　  又は右 QR コードから必要事項を入力
　　　　　　　　　
 ※お申し込み受付後、「受付票」や「受講票」などは送付しません。
 　説明会に参加された方のみ、養成講座の受講申込書をお渡しします。
 ※説明会の日程など詳細については、お問い合わせください。

【申込み・問合せ】 社会福祉法人焼津市社会福祉協議会
〒425-0088 焼津市大覚寺3丁目2-2

☎054（626）0555　FAX 054（626）0573　Eメール：chiiki@yaizu-shakyo-soumu.jp
受付時間：午前８時30分～午後５時15分（土日・祝祭日は除く）

※講座受講を申し込むためには、
　事前説明会の参加が必須です。
　受講希望の方は２回のうち
　いずれか一方に必ずご参加ください。

※講座受講を申し込むためには、
　事前説明会の参加が必須です。
　受講希望の方は２回のうち
　いずれか一方に必ずご参加ください。

「成年後見制度」とは、認知症・知的障害・精神障害等により
判断することが苦手な人が安心して自分らしく生活していくために、

その人の権利や財産を法律的に支援する制度です。



ここにも、一つの物語。
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ア
カ
ヤ
シ
オ
の
群
生
地
が
あ
る
大

札
山
。
春
の
山
の
空
気
を
吸
っ
て
、

花
や
木
々
の
芽
吹
き
を
感
じ
な
が
ら

ガ
イ
ド
と一緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
：
４
月
24
日
㈰
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所
：
大
札
山
周
辺

※

散
策
コ
ー
ス
：
三
ツ
星
天
文
台
駐

車
場
〜
北
尾
根

集
合
解
散
：
三
ツ
星
天
文
台
駐
車
場

参
加
費
：
ひ
と
り
７
，７
０
０
円

（
ガ
イ
ド
料
・
保
険
料
・
昼
食
代
含
む
）

対
象
：
中
学
生
以
上
70
歳
以
下

※

日
頃
か
ら
運
動
し
て
い
て
、
あ
る

程
度
体
力
に
自
信
が
あ
る
方

申
込
締
切
：
４
月
14
日
㈭

申
込
方
法
：
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね
に
電

話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

【
問
】一般
社
団
法
人
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね

　
　
☎（
58
）７
０
０
０

　
　
メ
ー
ル ecotkawane@gmail.com

●
お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
２
月
号

｢

く
ら
し
情
報｣

で
掲
載
し
た
『
和
紙

を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ニ
茶
箱
づ
く

り
』
の
掲
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

【
正
】
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
成
年

年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
18
歳・
19
歳
の
方
は
、親
の
同

意
を
得
な
く
て
も
、契
約
行
為
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
０
２
３
年
か
ら
18
・
19
歳
の
方

も
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

▼
裁
判
員
に
な
る
ま
で
の
流
れ

①
毎
年
11
月
頃

　
抽
選
で
候
補
者
に
選
ば
れ
た
方
に

　
通
知
。

②
翌
年
の
１
月
以
降

　
裁
判
の
６
か
ら
８
週
間
前
ま
で
に
、

　
選
任
手
続
期
日
を
通
知
。

③
選
任
期
日
当
日

　
出
席
し
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
裁

　
判
員
を
決
定

▼
辞
退
に
つ
い
て

　
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
て
も
、

学
生
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
裁
判
員

を
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
】静
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
　
総
務
課
広
報
係

　
　
☎
０
５
４（
２
５
１
）６
２
４
１

18
歳
か
ら
裁
判
員
に

自
然
満
喫
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

大
札
山
・
ア
カ
ヤ
シ
オ
の
森
を
歩
く

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

令和４年度 
「むつみ学級」 「すこやか大学」学習生を募集します！

「知りたい・見たい・勉強したい・体験したい」など多くの人と交流を深め
「明るく、楽しく、元気に過ごしたい方」はぜひご参加ください。

むつみ学級
対　　象 ： おおむね６０歳以上の
　　　　　 町内の女性
開　　催 ： 年に４～５回開催
開催時間 ： 通常午前９時～正午
開催場所 ： 町内各地
※募集については、回覧していますので
　ご確認ください。

★昨年度のむつみ学級学習会
・ブルーベリー狩り＆スィーツ作り
・カラーセラピー生活術
・町内探訪＆健康作り/
 地域の古（いにしえ）に想いを
 はせる半日ハイク
※学習会の内容によっては参加費や材料代が必要となります。

すこやか大学
対　　象 ： おおむね７０歳以上、
　　　　　 町内の男女
開　　催 ： 年に４～５回開催
開催時間 ： 通常午前９時～正午
開催場所 ： 町内各地
※募集については、4月末に回覧しますので、
　ご確認ください。 
★昨年度のすこやか学習会
・物作り体験Ⅰ・切り絵アート
・畑薙ダム第一・第二紅葉ウォーク
・健康講座＆ストレッチ・筋トレ・レクダンス
・物作り体験Ⅱつるアート/
 自然の蔓を生かした籠作り
※学習会の内容によっては参加費や材料代が必要となります。

【問】川根本町教育委員会 社会教育課 ☎（５８）７０８０

いつでもチャージ　1,000円単位からOK！
いつでもチャージ　金額の５％分をサービス！
誕生日の10％割引！

特典❶ 

特典❷ 

特典❸ 

◆魚勇プリペイドカード

プリペイドカード会員様
募集中！

総合食料品店

魚勇
お弁当、オードブル、寿司、刺身、
BBQ用精肉等 ご注文承ります。

【お友達ポイント実施中!!】
皆さまのご近所に ｢移動手段がなくて当店にご来店できない」など…お買い物にお困りの
方がいらっしゃいましたら、ぜひご一緒にお連れいただければ助かります。
その際、引率者の方へ茶娘ちゃんカードのお買い物ポイントを５倍進呈させていただきます。

墓石・燈籠・各種石材加工

川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店
川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177

広報紙や町公式ホームページへの広告の
掲載に関するお問合せは、情報政策課  ま
でご連絡ください。
☎(56)2232　FAX(56)2235

　
４
月
６
日
㈬
か
ら
15
日
㈮
ま
で
は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
す
。

入
学
（
園
）
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
通

学
や
通
園
を
始
め
る
子
ど
も
た
ち
が

増
え
、
二
輪
車
な
ど
の
交
通
量
も

増
加
し
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行

者
も
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
４
月
10
日
㈰
は
交
通
事

故
死
０
（
ゼ
ロ
）
を
目
指
す
日
で
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故
が
な
い

社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の  

  

安
全
確
保

・
歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶  

  

な
ど
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上

・
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の

  

徹
底
と
安
全
確
保

【
問
】川
根
本
町
総
務
課
自
治
防
災
室

　
　
☎（
56
）２
２
２
０

　
藤
枝
特
別
支
援
学
校
へ
入
学
を

考
え
て
い
る
方
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
と
し
た
説
明
会
・
体
験
入
学
を
開

催
し
ま
す
。

❶
学
校
説
明
会

日
時：５
月
19
日
㈭
午
前
10
時
20
分

〜
11
時
45
分

内
容：学
校
概
要
説
明・学
校
見
学

❷
親
子
体
験
入
学

内
容
：
作
業
学
習
な
ど
の
体
験

日
時
：
10
月
20
日
㈭
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
45
分

参
加
料：２
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

❶・❷
共
通

持
ち
物
：
う
わ
靴
・
水
筒
・
体
操
服
・

筆
記
用
具・必
要
に
応
じ
て
着
替
え

申
込
み：関
係
各
校
に
配
付
さ
れ
る
参

加
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、郵
送
す
る
。

申
込
締
切：５
月
12
日
㈭

【
問
】藤
枝
特
別
支
援
学
校 

中
学
部

　
　
☎
０
５
４（
６
３
６
）１
８
９
３

　
　
FAX
０
５
４（
６
３
６
）３
２
４
１

　
新
茶
の
緑
が
映
え
る
美
し
い
季
節

に
、
県
内
全
域
で
食
や
体
験
な
ど
の

茶
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
：
５
月
１
日
㈰
〜
５
月
15
日
㈰

場
所
：
ふ
じ
の
く
に
茶
の
都
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
　
ほ
か
　
県
内
外
各
地

【
問
】第
８
回
世
界
お
茶
ま
つ
り
実
行

委
員
会
☎
０
５
４（
２
０
２
）１
４
８
８

　
心
の
健
康
や
受
診
、
社
会
復
帰

に
関
す
る
相
談
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
認

知
症
な
ど
の
相
談
に
つ
い
て
、
精
神

科
医
師
が
助
言
な
ど
を
行
う
精
神

保
健
福
祉
総
合
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
会
場
：

●
４
月
５
日
㈫
午
後
１
時
15
分
受

付
・
午
後
１
時
30
分
開
始

中
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
５
日
は
医
師
と
断
酒
会
の
両
者
が

相
談
に
応
じ
ま
す
）

●
４
月
27
日
㈬
午
後
２
時
15
分
受

付
・
午
後
２
時
30
分
開
始

島
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

は
な
み
ず
き

申
込
方
法
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電

話
で
申
込
む ※

完
全
予
約
制

【
問
】静
岡
県
中
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
４（
６
４
４
）９
２
８
１

　
２
０
２
２
年
度
中
の
採
用
試
験
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
ご
案
内
し
ま
す
。
申

込
方
法
や
試
験
案
内
な
ど
詳
細
は
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
総
合
職
試
験

　（
院
卒
者
試
験・大
卒
程
度
試
験
）

申
込
期
間
：
４
月
４
日
㈪
ま
で

第
１
次
試
験
：
４
月
24
日
㈰

②
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

申
込
期
間
：
４
月
４
日
㈪
ま
で

第
１
次
試
験
：
６
月
12
日
㈰

③
一
般
職
試
験（
高
卒
者・社
会
人
試
験
）

　
税
務
職
員
採
用
試
験

申
込
期
間
：
６
月
20
日
㈪
〜
６
月

29
日
㈬

第
１
次
試
験
：
９
月
４
日
㈰

【
問
】人
事
院
中
部
事
務
局

　
　
第
二
課
試
験
係

　
　
☎
０
５
２（
９
６
１
）６
８
３
８

　
２
０
２
２
年
度
採
用
予
定
の
警
察

官
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

受
験
対
象
：
大
学
卒
業（
卒
業
見
込

み
含
む
）・転
職
者
も
歓
迎

申
込
期
間
：
４
月
５
日
㈫
ま
で

　
警
察
官
採
用
に
関
す
る
個
別
説
明

会
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。県
民
の
安

心
安
全
の
た
め
、や
り
が
い
あ
る
仕
事

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

【
問
】島
田
警
察
署
　
警
務
課

　
　
☎
０
５
４
７（
37
）０
１
１
０

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

精
神
保
健
福
祉
総
合
相
談

世
界
お
茶
祭
り
２
０
２
２

春
の
お
茶
ま
つ
り
ウ
ィ
ー
ク

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

静
岡
県
立
藤
枝
特
別
支
援
学
校
中
学
部

学
校
見
学
説
明
会
・

親
子
体
験
入
学
の
お
知
ら
せ

国
家
公
務
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

募

　集

募

　集

島
田
警
察
署
か
ら

警
察
官
募
集
の
お
知
ら
せ
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集　
記
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【作り方】
①えびは背わたを除き塩、片栗粉、水（分量外）
各少々で軽くもみ流水で洗い流す。鍋に湯を
沸かし殻ごとゆでる。粗熱を取って殻をむき２
～３等分に切る。
②ブロッコリーは小房に切り分け、レタスは１ｃｍ
幅に切る。それぞれゆでしっかり水気を切る。ミ
ニトマトはヘタを除き食べやすい大きさに切る。

③ボウルにAを入れよく混ぜる。冷ました①と②
を加えて和え器に盛る。

【栄養価（1人分）】
エネルギー：83kcal 
たんぱく質：5.6ｇ 
脂質：4.9ｇ 
食塩相当量：0.3ｇ
【材料（４人分）】
えび（殻付き） ４尾
ブロッコリー 1/2株（80ｇ）
レタス  1/2個（200ｇ）
ミニトマト  ４個

Aマヨネーズ 大さじ２
Aケチャップ 大さじ１
Aレモン汁 小さじ1/2
A砂糖 小さじ1/2

川根本町健康づくり食生活推進協議会

えびマヨ風サラダ
オススメ
レシピ

えびはカニカマに
かえても良いです。
お子さんも食べや
すい味付けになって
います。

シルバー人材センター会員が
交通安全講話を受講
　山村開発センターで2日（水）、
静岡県島田警察署交通係の職員
を講師に招き、交通安全講話が開
かれました。
　この日参加した会員は13名。日頃から
業務で自動車を運転する方たちは、道路
を横断する際の注意事項や運転中のヒ
ヤリハットを再確認するなど、歩行者と運
転者の両立場から、交通安全ルールを
見直しました。
　講師を務めた宇佐美柚樹さんは「自分
の運転技術を過信しないで、心配なら家
族と相談しながら、安全に運転できるよ
うに努めてください」と呼び掛けると、参
加者は真剣な表情で聞き入っていました。

「しずおか安全横断」につ
いては、静岡県警察ホーム
ページで確認できます。

幸

　

｢

い
た
だ
き
ま
す｣

　
狩
猟
体
験
ツ
ア
ー
で
、わ
な
猟
に
つ
い
て
話
し
た

殿
岡
邦
吉
さ
ん
は
、静
か
に
手
を
合
わ
せ
つ
ぶ
や
き

ま
し
た
。参
加
者
の
中
に
は
、そ
の
姿
に
気
が
つ
か

な
い
人
も
い
た
ほ
ど
の
自
然
な
行
為
。普
段
か
ら

ス
ー
パ
ー
の
お
肉
し
か
食
べ
な
い
私
に
は
鮮
明
に

写
り
ま
し
た
。食
べ
る
こ
と
に
不
自
由
な
く
生
活
し

て
い
る
私
は
、食
卓
に
並
ぶ
す
べ
て
の
肉
は
、食
材

に
な
る
前
は
確
か
に
息
づ
い
て
い
た
命
だ
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
か
け
て
い
ま
し
た
。｢

い
た
だ
き
ま
す｣

と
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
意
味
を
、改
め
て
考
え
な

お
し
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
梶
山　
拓
郎

ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。
（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック
住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）

島田駅から徒歩１分
☎0547-37-0431

診療時間：午前8時30分～12時、�
午後3時～6時

※土曜日午後は５時まで
（休診日：水曜日、日曜日、祝日）
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伝統文化伝承館～時愛（ときあ）～
をご利用ください。

皆さま
お誘いあわせの

うえ

ご観覧ください！

4 月 の 展 示
・地区生涯学習活動の報告
 （４/１～４/３０）

町　民
ギャラリー
町　民
ギャラリー

・文化協会　“春をかなでる作品展”
 （４/５～４/２２）
・川高生　“ふるさととくやまカルタ”
 （４/１～４/３０）

文 化
  会 館
文 化
  会 館

※月末および月初めは、作品の入れ替え作業により、展示作品が変わる場合があります。

　本川根Ｂ＆Ｇ海洋センターのトレーニングルームを新規に利用する場合は、事前にトレーニング講習会を
受ける必要があります。偶数月第２水曜日に開催を予定していますので、ご希望の方はぜひ受講してください。

本川根B&G海洋センター・トレーニング講習会の開催について
☎（59）3332

◆「時愛」施設情報
・平成31年３月に青部地区に完成
・約72畳のホールで冷暖房完備・防音仕様
・約20名が使用できるミーティングルーム・冷暖房完備
◆利用の手続き方法などについて
①申込先：
　川根本町教育委員会社会教育課または山村開発センター
②申込方法：
　直接、社会教育課または山村開発センター窓口へ
　お越しいただき、使用申請書を記入ください。
　※平日のみ対応。電話での申し込みはできません。
③鍵の貸出場所：社会教育課または山村開発センター窓口
　※平日の夜間及び休日・祝日は、
　　役場総合支所警備室または役場本庁警備室
④利用可能時間：全日の午前9時から午後9時まで
　※ただし12/29～1/3は、閉館日のため利用不可。
⑤使用料：1時間につき100円

◆開催予定日
　2022年   4月13日㈬ 午後7時30分から
   6月  8日㈬ 午後7時30分から
   8月10日㈬ 午後7時30分から
 10月12日㈬ 午後7時30分から
 12月14日㈬ 午後7時30分から
　2023年   2月  8日㈬ 午後7時30分から

◆場所
　本川根B&G海洋センター
　ミーティングルーム・トレーニングルーム
◆持ち物
　運動のできる服装、体育館シューズ、
　（必要であれば）タオル、水筒
◆受講料
　３００円
◆申込方法
　各回開催日前日までに電話でお申し込みください。
　 ※受付を行いますので、開始時間の5分前には集合してください。

◆4月の予定 13日㈬ 午前9時から「むつみ学級 外森山お花見ハイキング」
 13日㈬ 午後7時30分から「トレーニング講習会」
 ※両事業は新型コロナウィルスの影響で中止することがあります。

●注意事項
※１ 各回午後 9 時頃の終了予定
※２ 開催予定日は変更になる場合あり
※３ 通常の講習会以外に５人以上の希望者が
　　集まった場合、講師との日程調整により
　　臨時に講習会を開催できる場合があります。

※新型コロナウィルス感染症等の影響により、開催日の変更や中止する場合があり
　ますので、受講を希望する場合は必ずお問い合わせのうえ、お申し込みください。

川根本町の人口� 令和４年3月１日現在
世帯数 2,773 世帯 （ －14 ） 出生 0　人
総人口 6,220 人 （ －26 ） 死亡 15 人
男　性 3,041 人 （ －18 ） 転入 2 人
女　性 3,179 人 （ －8 ） 転出 13 人
※（　）内は前月比、右欄は前月中の異動　※外国人の数を含む

■�出生された方については、本町に住所があ
り前々月に本町（本庁・総合支所）の窓口
に届出された分のみ掲載しています。
■�死亡された方については、本町に住所がある
方で掲載を希望された分を掲載しています。
� 税務住民課 ☎（56）2222

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人

徳 山 梶 谷  　 武 88 梶谷 勝行

徳 山 中野　利男 91 中野 圭一

藤 川 小 川  幸 男 86 小川 芳明

千 頭 東 森  　 達 雄 73 森 　政子

久 野 脇 坂 本  こ の 92 坂本 　強

大 谷 井 林  敏 穗 96 井林 恒夫

沢 間 大 村  裕 子 91 大村 泰照

小 長 井 森 下  末 子 85 森下 　博

寺 馬 中 村  　 勝 75 中村 　剛

田 野 口 長 島  吉 次 85 長島 吉秋

梅 高 水 田  七 郎 92 水田 榮子

戸籍の窓辺 出生・おくやみ
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みゆちゃん22 歳♪
川根本町の
同い年の人数は、

【川根本町の人口ピラミッド（平成 27 年 10 月1日時点）】

31人！

こんにちは♪地域おこし協力隊のみゆちゃんです。
私は大学で川根本町に関わり、昨年 6月に移住して
きました。今回は私の移住体験談とともに、川根本町
が「どこにでもある田舎」から「ずっと住みたい場所」　
に変わるまでを紹介します！

この町と関わるきっかけ

大学の友人が川根本町へ視察（旅行）をしながら地
域活性化のコンテストに参加するらしい。私も参加
してみよう！

2020 年
8月　

コンテストで「大学生が観光×お仕事体験を通し
て川根本町に移住するプラン」を提案。老後は
田舎で暮らした～い！なんて思っていたけど ･･･
あれ、すぐに実現できるのでは？！ 

移住への実現性アップ

大学の研究のため川根本町へ。第一印象はみんな親
切！それに「理想の生活」を追及しているおもしろい
人がたくさんいて、なんだか楽しい町だな～。

町と深く
　　　関わる2020 年

9 月　

2020 年
10月　

地域おこし協力隊活動コラム
今月は、渡辺実優さん

　最近、地域おこしに興味がある人や田舎生活をしたい
人から連絡が来るようになりました。それでも、川根本
町の人口は減り続けています。私の同い年の人は、この
町に 31人だけ。川根本町に住み続けると決めたから
こそ、若い世代を増やさなければなりません。そのため
の地域の魅力発信、そして移住者が町になじめるような
手助けをしていきたいと思っています。

町にプランを発表。そこで「川根本町に移住しま
す！」と宣言しました。町の人がたくさん助け
てくれました～！

2020 年
12月　

この町で、ずっと暮らしていきたい。
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まちづくり観光協会からお引っ越しして、
千頭の総合支所でお仕事します！！

4 月から

「地域おこし協力隊」に就任。仕事・家・車を
手に入れて正式に川根本町に移住しました！

2021 年
6月　


